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出雲市農業委員会（第２期）第６回総会 議事録 

 

 

「農業委員会等に関する法律」第２７条第１項の規定に基づき会長が総会を招集。 

 

１ 日時  令和３年(2021)１月２５日（月） 午後１時２５分～午後２時１０分 

 

２ 場所  出雲市役所 ６階 全員協議会室 

 

３ 出席委員（２４名） 

  大梶 泰男  石飛 政樹  松本 尚幸  原 孝治   河原 基 

岡田 征記  落合 光啓  佐野 芳夫  松井 幸男  岡 正 

水 壯    石飛 忠宏  渡部 靖司  上野 正夫  神田 伯 

塩野 一男  板垣 房雄  今岡 充   持田 守夫  江角 昭夫 

伊藤 美樹  青木 敏男  若槻 博美  遊木 龍治 

 

４ 欠席委員（０名） 

 

５ 提出議題 

⑴  報告事項 

報第１２号 会長専決処分の報告 

報第１３号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

報第１４号 農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

⑵  議案審議 

議第２９号 農業経営基盤強化促進法に係る農用地利用集積計画の決定について 

議第３０号 農地法第３条の規定による農地等の許可申請決定について 

議第３１号 農地法第４条の規定による農地等の許可申請決定及び承認について 

議第３２号 農地法第５条の規定による農地等の許可申請決定及び承認について 

議第３３号 農地法第３条第２項第５号による別段面積について 

（農地法施行規則第１７条第２項） 

 

 会長あいさつ 

 

６ 議事  

大梶会長が、総会の開会を宣する。出席者が過半数を超え会議の成立を宣する。 

署名委員に議席番号１２番の石飛忠宏委員と１３番の渡部靖司委員を指名する。 
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議  長   それでは、お手元の次第にしたがって進行いたします。 

報告事項、報第１２号会長専決処分の報告、報第１３号農地法第１８条 

第６項の規定による通知について、報第１４号農地法第３条の３第１項の規

定による届出について、一括して報告します。 

 

議  長   報第１２号会長専決処分について、報告いたします。 

先ず、第５回総会で承認いたしました案件で、島根県農業会議に意見を聴

く案件、農地法第４条１件及び農地法第５条２件については、１月１２日開

催の島根県農業会議第５８回常設審議委員会に諮問し、許可相当との答申を

いただいております。農地法第４条１件及び農地法第５条２件を、常設審議

委員会における決定日の１月１２日付けで許可決定しております。 

以上、報告といたします。 

 

議  長   続いて、報第１３号農地法第１８条第６項の規定による通知について、事 

      務局から報告をお願いします。 

 

後藤主事   報第１３号について、ご説明いたします。 

報告事項の１～２ページをご覧ください。 

農地の賃貸借の解約等は、原則的に県知事の許可が必要ですが、農地法第

１８条第１項第２号で、貸し手と借り手の合意による解約が、その農地の引

渡しの期限前の６か月以内に成立した旨が書面において明らかな場合は契約

終了の手続きができます。 

今月は、受付番号２８０～２９３番の１４件の通知がありました。内訳と

しては、貸人の都合によるものが２件、借人の都合によるものが２件、耕作

者変更のためが１件、契約内容の変更のためが６件、貸借期間の変更のため

が１件、中間管理事業への移行のためが１件、農地法３条申請のためが１件

です。 

農地の引渡しの時期が、解約の合意の成立後６か月以内であることを書面

で確認しており、県知事の許可を要しないものと考えます。 

以上、報告といたします。 

 

議  長   続いて、報第１４号農地法第３条の３第１項の規定による届出について、

事務局から報告をお願いします。 

 

高橋主事   報第１４号について、ご説明いたします。 
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報告事項の３～１３ページをご覧ください。 

農地法第３条の３において、「相続」や、「時効取得」などの、農地法の許

可を要しない権利取得につきましては、権利を取得した者は、農業委員会に

その旨を届出しなければならないこととされています。 

この届出の先月受付分は、受付番号１５４～１７４番までの２１件でした。 

権利の取得事由は、２１件全てが「相続」によるものでした。 

市外在住の相続人からの届出などについては、備考欄に記載しております。 

いずれもあっせん希望はありませんでした。 

なお、（農地法関係事務処理要領の第３の３、留意事項にかかる）本届出の

受理通知は、届出書の到達があった日から４０日以内とされております関係

上、１月６日付けで通知を出しております。 

以上、報告といたします。 

 

議  長   報告事項について、一括して報告をいたしましたが、ご質問、ご意見はご 

ざいませんか。 

 

議  長   ご質問、ご意見はないものと認めます。 

 

議  長   それでは、これより議案の審議を行います。 

議第２９号農業経営基盤強化促進法に係る農用地利用集積計画の決定につ

いて、を議題といたします。 

農業振興課河井係長から内容について、説明をお願いします。 

 

河井係長   議第２９号について、ご説明いたします。 

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により、市は、農業委員会

において「農用地利用集積計画」を決定していただくこととなっております

ので、本案件の適否について、今総会での判断をお願いいたします。 

それでは、１月２９日公告予定の集積計画の概要をご説明いたします。 

お手元の農用地利用集積計画の２ページをご覧ください。 

まず、賃借権の設定です。２ページの左上の表の、合計①の欄をご覧くだ

さい。設定合計は、２５３筆、４１６，４０７．４１㎡、うち新規の設定が

３７筆、４１，２７５．００㎡、再設定が２１６筆、 

３７５，１３２．４１㎡です。 

この内訳ですが、相対分が、２ページの右上の表の合計①欄で、 

２５筆、３９，４１８㎡です。中間管理事業分が、３ページの右上の表の合

計①欄、２２８筆、３７６，９８９．４１㎡となっています。 
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続いて、使用貸借権の設定です。２ページの左下の表の、合計②の欄をご

覧ください。設定合計は、１６６筆、１８１，６４２．００㎡、うち新規の

設定が６２筆、７５，４０４．００㎡、再設定が１０４筆、 

１０６，２３８．００㎡です。 

この内訳は、相対分が、２ページ右下の表の合計②欄、１８筆、 

２７，２７０㎡です。中間管理事業分が３ページ右下の表の合計②欄、 

１４８筆、１５４，３７２㎡となっています。 

今月のすべての利用権設定の合計は、２ページの一番左下の、計①＋②の

欄をご覧ください。４１９筆、５９８，０４９．４１㎡です。 

その他 詳細な設定内容は、４ページ以降の各筆明細でご確認ください。 

なお、今月は所有権の移転がございますので、ご説明いたします。 

３９ページの「農用地利用集積計画 所有権移転」及び４０ページの「所

有権移転 総括表」をご覧ください。 

農業経営基盤強化促進法第５条第３項の規定により、県が指定する農地中

間管理機構である「公益財団法人しまね農業振興公社」は、農地を出し手農

家から買い入れ、中間保有した後、担い手である受け手農家へ売り渡します。 

この事業を活用して所有権移転を行うと、農地の出し手、受け手ともに税

制上の優遇措置を受けることができ、担い手への集積が効率的に促進されま

す。 

今月の所有権移転の合計は、８筆、１６，７６７㎡です。 

以上、今月の申請の案件は、出雲市における基本構想に適合するとともに、

権利者・利用権の設定をうけた者が経営農地の全てを効率的に利用し、必要

な農作業に常時従事するものとして作成したものです。 

また、前回までの総会で決定いただきました農地中間管理事業の集積計画

につきまして、お配りしております「農地中間管理事業による農用地利用配

分計画（案）」として公益財団法人しまね農業振興公社に提出いたしますので

ご確認ください。 

説明は以上です。 

 

議  長   ただいまの説明について、ご質問、ご意見はございませんか。 

 

議  長   ご質問、ご意見はないものと認めます。 

それでは、議第２９号農業経営基盤強化促進法に係る農用地利用集積計画

について、承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。 
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よって、議第２９号を承認いたします。 

 

議  長   次に、議第３０号農地法第３条の規定による農地等の許可申請決定につ 

      いて、を議題といたします。 

       事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

高橋主事   議第３０号について、ご説明いたします。 

第６回総会議案の１ページの左側の欄をご覧ください。今月は、所有権移

転の申請が６件ありました。 

いずれも、取得後３年未満の農地はありません。 

個別の事案について、ご説明いたします。２～３ページをご覧ください。 

受付番号１００番です。譲渡人は、労力不足のため、従来から申請地を耕

作していた受人に譲渡するものです。所有権移転後は、受人が引き続き水稲

を栽培される計画です。 

受付番号１０１番です。こちらは親子間の贈与になります。所有権移転後

は、受人が引き続き野菜を栽培される計画です。 

受付番号１０２番です。譲渡人は、労力不足のため、近隣農地耕作者であ

る受人に譲渡するものです。所有権移転後は、受人が野菜、くり及びオリー

ブを栽培される計画です。 

受付番号１０３番です。譲渡人は、経営規模縮小のため、市内でさつまい

もを栽培しており、経営規模の拡大を望む受人に譲渡するものです。所有権

移転後は、受人がさつまいもを栽培される計画です。 

受付番号１０４番です。譲渡人は、高齢による労力不足のため、近隣農地

耕作者である受人に譲渡するものです。所有権移転後は、受人が野菜を栽培

される計画です。 

受付番号１０５番です。譲渡人は、労力不足のため、近隣農地耕作者であ

る受人に譲渡するものです。所有権移転後は、受人が水稲を栽培される計画

です。 

以上、受付番号１００～１０５番については、４ページの調査書に記載し

ておりますとおり、農地法第３条２項各号 不許可には該当しないため、許

可要件のすべてを満たすと考えます。 

説明は以上です。 

 

議  長   ただいまの説明について、ご質問、ご意見はございませんか。 

 

議  長   ご質問、ご意見はないものと認めます。 
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それでは、議第３０号農地法第３条の規定による農地等の許可申請決定に

ついて、承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。 

よって、議第３０号を承認いたします。 

 

議  長   次に、議第３１号農地法第４条の規定による農地等の許可申請決定及び承

認について、を議題といたします。 

       事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

吉川主任   議第３１号について、ご説明いたします。 

第６回総会議案の１ページをご覧ください。今月は、７件の申請がありま

した。 

議案書は５ページ、参考資料は１～１４ページをご覧ください。 

いずれも、取得後３年未満の農地はありません。 

また、２月開催予定の第５９回常設審議委員会に諮問する案件は、該当あ

りません。 

また、説明基準に該当する案件はございません。 

なお、申請前にすでに転用していた案件が４件あります。 

受付番号６５番の案件は、令和２年３月から墓地として利用してきたもの

です。 

受付番号６６番の案件は、平成９年頃から境内地及び会館敷地として利用

してきたものです。この度、若干の土地造成をするものです。 

受付番号６７番の案件は、昭和５４年頃から建具製造工場及び駐車場とし

て利用してきたものです。 

受付番号６８番の案件は、昭和６０年頃から貸駐車場として利用してきた

ものです。 

いずれの案件も申請は事後になりましたが、悪意はないものと判断してい

ます。転用許可基準は満たしており、事業者には始末書の提出を受け、農地

法に違反することのないよう指導しております。 

その他の案件につきましては、議案書の一覧でご確認いただきますようお

願いいたします。 

以上、受付番号６２～６８番については、農地法に規定する不許可の要件

には該当しないものと認められます。 

説明は以上です。 

 



7 

 

議  長   ただいまの説明について、ご質問、ご意見はございませんか。 

 

議  長   ご質問、ご意見はないものと認めます。 

それでは、議第３１号農地法第４条の規定による農地等の許可申請決定及

び承認について、承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。 

よって、議第３１号の全案件を許可相当とし、許可決定及び承認いたしま

す。 

 

議  長   次に、議第３２号農地法第５条の規定による農地等の許可申請決定及び承

認について、を議題といたします。 

       事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

松崎主任  議第３２号について、ご説明いたします。 

議案書は６～７ページ、説明資料は１～３ページ、参考資料は 

１５～３４ページになります。 

今月の５条申請の内訳は、所有権の移転が１１件提出されております。 

今月の説明案件は１件です。 

いずれも、取得後３年未満の農地はありません。 

なお、２月開催予定の第５９回常設審議委員会に諮問する案件は、欄外左に

丸印をつけております、２件の予定です。 

それでは、個別の案件について、説明します。 

それでは、個別の案件について説明します。 

議案書６ページの受付番号２２２番について説明します。説明資料の１～３

ページをご覧ください。転用場所は、大津町で、国道の大津小前の交差点を南

に入り、大津コミュニティセンター前から東へ約２００ｍの田２筆です。詳細

な位置につきましては付近案内図でご確認ください。転用目的は『宅地分譲』

です。転用面積、所要面積ともに２，６２５㎡です。権利の種類は、所有権の

移転です。申請地の農地区分は、第３種農地です。転用にあたっての許可該当

条項は、規則第４４条第３号の「用途地域」に該当します。 

事業計画について、申請者は松江市の土木業や不動産業を営んでいる法人で、

市内では過去２回、分譲で許可を出しております。この度、幹線道路に近く周

辺に教育・医療施設があって利便性の高い申請地を取得して宅地を整備する計

画です。資金計画につきましては、所要資金額７，１２３万円で、これに対す

る資金調達については全額借入金であり、証明書で確認をしています。 
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その他の案件につきましては、議案書の一覧でご確認いただきますようお願

いいたします。 

今月申請のありました５条申請１１件につきましては、いずれも農地法に規

定する不許可・不承認の要件には該当しないものと認められます。 

説明は以上です。 

 

議  長   ただいまの説明について、ご質問、ご意見はございませんか。 

 

議  長   ご質問、ご意見はないものと認めます。 

それでは、議第３２号農地法第５条に規定による農地等の許可申請決定及

び承認について、承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。 

よって、議第３２号の全案件を許可相当とし、許可決定及び承認いたしま

す。 

 

議  長   次に、議第３３号農地法第３条第２項第５号による別段面積について（農地法

施行規則第１７条第２項）について、を議題といたします。 

事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

高橋主事   議第３３号について、ご説明いたします。 

議案の８～１６ページをご覧ください。 

出雲市農業委員会では、特定の農地について、別段面積の適用について審

議し、一筆ごとに下限面積を設定できるようになっております。 

今回は、２４件、３５筆の農地について、土地所有者から適用希望の申出

がありました。申出地につきましては、事前に該当地区の農業委員及び農地

利用最適化推進員と事務局職員で現地の状況を確認しております。 

個別の事案についてご説明いたします。１２ページをご覧ください。 

受付番号１番は、大津町の土地１筆です。土地所有者は、遠隔地在住によ

る耕作不便のため、従来から申出地を耕作している近隣宅地居住者から取得

希望が出ております。現地確認については、１１月１８日に遊木農業委員及

び農地利用最適化推進委員１名と事務局職員で行いました。取得後は、引き

続き大根、白菜等の野菜を栽培される計画です。 

受付番号２番は、古志町の土地２筆です。土地所有者は、狭小かつ不整形

で農機具が使用しにくいため、隣接農地の耕作者から取得希望が出ておりま

す。現地確認については、１２月３日に原農業委員及び農地利用最適化推進

委員１名と事務局職員で行いました。取得後は、隣接する自己所有地と一体
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的に水稲を栽培される計画です。 

受付番号３番は、下横町の土地１筆です。土地所有者は、高齢による労力

不足のため、隣接農地所有者から取得希望が出ております。現地確認につい

ては、１２月２日に神田農業委員及び農地利用最適化推進委員２名と事務局

職員で行いました。取得後は、周辺の農地を広く耕作している農地所有適格

法人に取得希望者が常時従事して、自己所有地と一体的に水稲を栽培される

計画です。 

受付番号４番は、平野町の土地２筆です。土地所有者は、相続人不存在の

ため、隣接の空き家購入者から取得希望が出ております。現地確認について

は、１１月２７日に若槻農業委員及び農地利用最適化推進委員１名と事務局

職員で行いました。取得後は、ジャガイモ、玉ねぎ等の野菜を栽培される計

画です。 

受付番号５番は、上島町の土地１筆です。土地所有者は、市内遠隔地在住

による耕作不便のため、隣接する空き家購入者から取得希望が出ております。

現地確認については、１１月１８日に遊木農業委員及び農地利用最適化推進

委員２名と事務局職員で行いました。取得後は野菜を栽培される計画です。 

受付番号６番は、乙立町の土地１筆です。土地所有者は、県外在住による

耕作不便のため、隣接宅地の居住者から取得希望が出ております。現地確認

については、１１月１９日に塩野農業委員及び農地利用最適化推進委員１名

と事務局職員で行いました。取得後は、果樹を栽培される計画です。 

受付番号７番は、芦渡町の土地１筆です。土地所有者は、高齢による労力

不足のため、従来からの耕作者から取得希望が出ております。現地確認につ

いては、１２月３日に原農業委員及び農地利用最適化推進委員１名と事務局

職員で行いました。取得後は、引き続きキュウリ、トマト、ナスなどの野菜

を栽培される計画です。 

受付番号８番は、下古志町の土地２筆です。土地所有者は、県外在住によ

る耕作不便のため、隣接の空き家購入者から取得希望が出ております。現地

確認については、１２月３日に原農業委員及び農地利用最適化推進委員１名

と事務局職員で行いました。取得後は、野菜を栽培される計画です。 

受付番号９番は、下古志町の土地１筆です。土地所有者は、市内遠隔地在

住による耕作不便のため、近隣の宅地居住者から取得希望が出ております。

現地確認については、１２月３日に原農業委員及び農地利用最適化推進委員

１名と事務局職員で行いました。取得後は、野菜を栽培される計画です。 

受付番号１０番は、下古志町の土地１筆です。土地所有者は、市内遠隔地

在住による耕作不便のため、従来からの耕作者から取得希望が出ております。

現地確認については、１２月３日に原農業委員及び農地利用最適化推進委員
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１名と事務局職員で行いました。取得後は、引き続き野菜を栽培される計画

です。 

受付番号１１番は、知井宮町の土地１筆です。土地所有者は、進入路がな

いことによる耕作不便のため、従来からの耕作者から取得希望が出ておりま

す。現地確認については、１２月３日に原農業委員及び農地利用最適化推進

委員１名と事務局職員で行いました。取得後は、引き続き野菜を栽培される

計画です。 

受付番号１２番は、東神西町の土地１筆です。土地所有者は、高齢による

労力不足のため、隣接宅地の居住者から取得希望が出ております。現地確認

については、１２月１日に石飛政樹農業委員及び農地利用最適化推進委員 

３名と事務局職員で行いました。取得後は、トマト、ナス、キュウリなどの

野菜を栽培される計画です。 

受付番号１３番は、神西沖町の土地１筆です。土地所有者は、労力不足の

ため、隣接農地の耕作者から取得希望が出ております。現地確認については、

１２月１日に石飛政樹農業委員及び農地利用最適化推進委員３名と事務局職

員で行いました。取得後は、隣接する自己所有地と一体的に野菜を栽培され

る計画です。 

受付番号１４番は、平田町の土地１筆です。土地所有者は、市内遠隔地在

住による耕作不便のため、隣接する空き家購入者から取得希望が出ておりま

す。現地確認については、１１月１７日に岡農業委員及び農地利用最適化推

進委員１名と事務局職員で行いました。取得後は、野菜を栽培される計画で

す。 

受付番号１５番は、口宇賀町の土地４筆です。土地所有者は、県外在住に

よる耕作不便のため、申請者の親族であり以前からの管理者から取得希望が

出ております。現地確認については、１１月３０日に水農業委員及び農地利

用最適化推進委員１名と事務局職員で行いました。取得後は、ブロッコリー、

じゃがいもなどの野菜を栽培される計画です。 

受付番号１６番は、多伎町口田儀の土地１筆です。土地所有者は、高齢に

よる労力不足のため、近隣農地所者から取得希望が出ております。現地確認

については、１１月２０日に持田農業委員及び農地利用最適化推進委員１名

と事務局職員で行いました。取得後は、ミカン、ビワ、かぼちゃなどの野菜

を栽培される計画です。 

受付番号１７番は、湖陵町常楽寺の土地１筆です。土地所有者は、高齢に

よる労力不足のため、隣接する空き家購入予定者から取得希望が出ておりま

す。現地確認については、１１月１７日に石飛忠宏農業委員及び農地利用最

適化推進委員２名と事務局職員で行いました。取得後は、果樹および季節野
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菜を栽培される計画です。 

受付番号１８番は、湖陵町三部の土地５筆です。土地所有者は、市外在住

による耕作不便のため、隣接する空き家購入者から取得希望が出ております。

現地確認については、１１月１７日に石飛忠宏農業委員及び農地利用最適化

推進委員２名と事務局職員で行いました。取得後は、季節野菜を栽培される

計画です。 

受付番号１９番は、大社町入南の土地１筆です。土地所有者は、進入路が

ないことによる耕作不便のため、隣接宅地居住者から取得希望が出ておりま

す。現地確認については、１２月３日に大梶農業委員及び農地利用最適化推

進委員２名と事務局職員で行いました。取得後は、季節野菜を栽培される計

画です。 

受付番号２０番は、大社町北荒木の土地１筆です。土地所有者は、県外在

住による耕作不便のため、従来から申出地を耕作している近隣宅地居住者か

ら取得希望が出ております。現地確認については、１２月３日に大梶農業委

員及び農地利用最適化推進委員３名と事務局職員で行いました。取得後はひ

きつづき、大根、小松菜、さつまいもなどの野菜を栽培される計画です。 

受付番号２１番は、斐川町学頭の土地１筆です。土地所有者は、狭小であ

ることによる耕作不便のため、隣接農地の耕作者から取得希望が出ておりま

す。現地確認については、９月１０日に前農業委員の高橋農業委員及び農地

利用最適化推進委員１名と事務局職員で行いました。取得後は、野菜を栽培

される計画です。 

受付番号２２番は、斐川町三絡の土地１筆です。土地所有者は、市内遠隔

地在住による耕作不便のため、隣接する空き家購入者から取得希望が出てお

ります。現地確認については、１２月２２日に伊藤農業委員及び農地利用最

適化推進委員１名と事務局職員で行いました。取得後は、野菜を栽培される

計画です。 

受付番号２３番は、斐川町出西の土地１筆です。土地所有者は、病気によ

る労力不足のため、近隣の宅地居住者から取得希望が出ております。現地確

認については、１１月２６日に岡田農業委員及び農地利用最適化推進委員 

２名と事務局職員で行いました。取得後は、トマトなどの野菜を栽培される

計画です。 

受付番号２４番は、斐川町三分市の土地２筆です。土地所有者は、病気に

よる労力不足のため、隣接宅地の居住者から取得希望が出ております。現地

確認については、１１月１８日に江角農業委員及び農地利用最適化推進委員

１名と事務局職員で行いました。取得後は、ラズベリーを栽培される計画で

す。 
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説明は以上です。 

 

議  長   ただいまの説明について、担当の農業委員から補足説明があればお願いし

ます。 

 

原 委員   議席番号４番の原です。受付番号８番については、佐田町の方が家屋とあ

わせて取得される予定です。現在は荒れた状態ですが、家屋のリフォーム及

び転宅後に耕作するとのことです。その他については、取得希望者が現地に

住んでおられすでに耕作されておりますので特に問題はありません。 

 

岡田委員   議席番号６番の岡田です。受付番号２３番については、取得希望者が非農

家の方ですが、事務局の説明のとおり営農組合は田以外を受ける考えはない

とのことですので、適切に管理していただけるものと判断しています。 

 

議  長   事務局及び担当農業委員から説明がありましたが、ご質問、ご意見はござ

いませんか。 

 

議  長   ご質問、ご意見はないものと認めます。 

それでは、議第２１９号農地法第３条第２項第５号による別段面積（農地

法施行規則第１７条第２項）について、承認される方の挙手を求めます。 

 

議  長   挙手全員と認めます。 

よって、議第３３号を承認いたします。 

 

議  長   予定していた議事は終了しました。 

以上をもって、本日の全ての議事日程を終了いたします。 
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議長が、総会の閉会を宣する。 午後２時１０分 

 

 

議事に参与した者の職、氏名 

 農業委員会事務局 

  藤原事務局長、今岡次長、松崎主任、吉川主任、高橋主事、後藤主事 

 農業振興課 

  農地利用調整係 河井係長 

 

 

 

以上、会議の顛末を記録し、その相違なきことを証するため署名する。 

 

 

 議  長 

 

 

 

 署名委員 

 

 

 

 署名委員 


